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自由民主党議員団は、７月６、

７の両日、３月１１日に発生した東

日本大震災の被害状況を把握し、

現地の実態を北区民の皆様にお伝

えすると共に、防災意識の向上と

北区防災施策の充実に役立てる目

的で、宮城県松島と石巻、福島県

相馬地区を訪ね、石巻では避難住

民に支援物資を届けてきました。

■遺体捜索にはげむ自衛隊員

７月６日。ＪＲ新幹線「はやぶさ」

で仙台駅に到着。駅前からバスで三陸

自動車道を松島海岸へ向かうにつれ、

地震の被害は一変しました。家の残が

いと基礎部のみを残して何もない状態

でした。

高台部は地震災害のみで生活の出来

る範囲の被害ですが、海岸部は何１０�
と思われる防波堤が割れて転がってお

り、海岸のテトラが陸地の中まで流さ

れて、津波の破壊力に呆れるばかりで

した。

震災から４か月余り経過しているの

に、がれきは５�～１０�の高さに達す

るところもあり、遺体捜索の自衛隊員

が横一列になって、泥地になったとこ

ろを長尺の棒で突いていました。

■「備えあれば憂いなし」日常心得

松島町での昼食で、横山京子支配人

の震災時の体験談は生々しいものでし

た。その一端は次のようです。

【ライフライン】松島では電気９日

目、ガス５日目、水道２１日目にようや

く復旧、仙台では電気２日目、ガス３０

日以上、水道５日目に復旧、特に仙台

ではガスが長期間復旧せず、料理・お

風呂に苦労したとのこと。

【必要と感じたもの】携帯ラジオ・

懐中電灯・ろうそく・ランプ・卓上ガ

スコンロ・携帯用ガスボンベ・灯油・

灯油ストーブ・保存食・ごみ袋（ゴミ

以外で水を入れた）・軍手・トイレ・

乾電池。

【震災後、あらためて行った事】�１
訓練をまめに行う�２いつもスカスカの

車だったが、ガソリンを満タンにする

ようになった�３部屋をこまめに片づけ

るようになった。

【家族との決め事】�１学校・幼稚園

などは保護者の迎えが決められている

が、直ぐに行けるとも限らないので「必

ず迎えに行く」旨をお子さんに伝えて

おく�２学校以外での待ち合わせ場所を

再確認�３災害伝言板の活用方法と再確

認。

【補足】�１海側にいた場合は高い所

に避難。車を運転している際は車をあ

きらめる�２津波の場合は、忘れ物を取

りに家に戻らない�３大切な物は何かを

考える�４常日頃から近所とのコミュニ

ケーションをとっておくこと。

■石巻市青葉中の避難所に支援物資

昼食後、バスは奥松島周辺の被災現

場を視察、石巻市の青葉中学校・体育

館の避難所を訪問し、支援物資を届け

ました。物資は青年会議所北区委員会

と北区建設業の有志、中十条在住のフ

ァイナンシャルプランナー柳知恵子さ

ん等皆さんからの善意の拠出品で、ウ

チワ、殺虫剤、蚊取り線香、ハエ取り

等、避難中の皆さんから大変喜ばれま

した。中でもイラストの入ったウチワ

は避難所の子ども達が大喜びでした。

■復旧作業の遅れ、都市計画の重要性

翌７日、福島県に入り、相馬双葉漁

港と相馬市原釜、原釜地方卸売市場を

視察しました。至るところで道路は寸

断され、崖も津波に洗われ崩れていま

した。海のなかにはバスや乗用車、家

屋も流されており、かなりの大型船が

何隻も津波で陸部に打ちあげられてい

るのです。埠頭のクレーン設備が転倒

していたり、海岸の倉庫は骨だらけで

した。重機により整備は始まっていま

したが、ものすごい量のがれきの山で

あり、異臭で目がくらむ程です。どの

被災地もがれきの山を片付けるのに重

機やダンプの数が少なく、復旧作業の

遅れに対する多くの避難住民の政府へ

の非難の声は十分理解でき、都市計画

の重要性も大きな課題です。

震災後４か月、復興には気の遠くな

るような時間を費やすことになります

が、早急に手を打たなければ街は崩壊

します。政府・自治体の一層の復旧、

復興を痛感した視察でした。

これからが正念場です。暮らしの安心・各地区の発展に向けて今後とも邁進致します。

ご意見、ご相談は最寄りの区議まで。 ―掲載５０音順―
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